
要旨：
学習や記憶、意思決定といった高次脳機能のメカニズムを理解するため

には、脳内で生じる神経活動や細胞内シグナルについて、高い時空間分
解能でその動態を明らかにすることが重要である。我々はこれまでに、蛍
光タンパク質ベースのプローブ開発に取り組み、膜電位、Ca2+、cAMPと
いったニューロンにおける主要なシグナルを生体内（in vivo）で高感度に
検出可能な新規蛍光プローブを開発してきた1-4。これらプローブは、従来
の電気生理学的および生化学的手法では捉えることができなかったシグ
ナル動態の可視化を可能にし、神経科学分野における新たな生命現象の
発見に貢献してきた。本講演では、プローブ開発における分子設計戦略、
ならびに開発したプローブを応用したin vivoイメージングによって得られた
最新の成果を紹介する。さらに、これらイメージング技術を応用した高次脳
機能メカニズムの統合的理解に向けた今後の展望について述べる。
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